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認知症カフェ広がる
カメラマンフォト日記
あいおいえんじぇるず

憩いの場所へようこそ！
～認知症カフェ市内に広がる～



地
域
を
支
え
る
集
い
の
場

１月から始めたという大正琴を前に談笑（niconico「ふれ愛」カフェ）

問
健
康
介
護
課
長
寿
介
護
係　

☎
㉒
７
１
２
４

①認知症対策
（サポーターの養成など）

②介護予防
（いきいき百歳体操など）

③地域づくり
（見守りSOSネットワークなど）

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
が
、
兵
庫
県
に
は
１
９
４
カ
所
、
西
播
磨
４
市
３
町
で

は
25
カ
所
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
28
年
３
月
現
在
）
地
域
に
欠
か

せ
な
い
そ
の
カ
フ
ェ
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
す
で
に
３
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
に

　

平
成
28
年
度
版
の
「
高
齢
社

会
白
書
」（
内
閣
府
）
に
よ
る

と
、
平
成
27
年
10
月
現
在
、
日

本
全
体
の
高
齢
化
率
（
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）は
、

26
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
生
市
で
も
平
成
28
年

６
月
末
時
点
で
、
33
・
94
％
の

高
齢
化
率
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
約
18
％
に
相
当
す
る

１
，
８
６
３
人
が
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
37
年

に
は
、
高
齢
化
率
が
37
・
３
％

ま
で
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
高
齢
化
の
加
速
が
進
ん

で
い
ま
す
。

様
々
な
高
齢
者
施
策
を
展
開

　　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
支
援
な
ど
の
「
認
知
症

対
策
」
や
介
護
予
防
講
座
な
ど

を
行
う
「
健
康
づ
く
り
と
介
護

予
防
」、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
配
置
す
る

「
地
域
づ
く
り
と
生
活
支
援
」

を
主
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
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矢
や た け

竹　いち子さん

誰
も
が
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ

　　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
だ
け
で
な

く
、
誰
も
が
安
心
し
て
参
加
で

き
る
場
所
で
す
。
発
症
の
有
無

に
関
係
な
く
、
認
知
症
に
つ
い

て
知
り
た
い
人
や
日
常
生
活
で

で
き
る
予
防
な
ど
、
役
立
つ
情

報
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
の
利
用
を
き
っ
か
け

に
、
専
門
的
な
支
援
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市

内
５
カ
所
の
カ
フ
ェ
で
は
、
医

療
・
介
護
相
談
だ
け
で
な
く
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

様
々
な
主
体
で
運
営

　

公
的
な
制
度
に
基
づ
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
が
重

点
的
に
支
援
し
、
様
々
な
主
体

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療

機
関
や
介
護
事
業
所
、
喫
茶
店

な
ど
で
開
設
さ
れ
て
お
り
、
月

１
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

相
生
市
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
７
人
の
専

門
職
員
が
お
り
、
認
知
症
カ

フ
ェ
の
運
営
を
支
援
し
て
い

ま
す
。「
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
」
と
し
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
矢
竹
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

早
期
対
応
が
ポ
イ
ン
ト

　

認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
の
忘

れ
が
多
く
な
っ
た
り
、
同
じ
こ

と
を
何
度
も
言
う
・
聞
く
な

ど
、
日
常
と
違
う
兆
候
が
見
ら

れ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

予
防
に
は
日
常
生
活
が
重
要

　　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
予
防
を

支
援
す
る
と
い
う
役
割
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
フ
ェ
で

は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
予
防

講
座
や
生
活
習
慣
の
お
話
な
ど

も
随
時
行
っ
て
お
り
、
ご
家
族

や
地
域
の
全
て
の
人
に
役
立
つ

情
報
が
満
載
で
す
。
予
防
に
は

体
を
動
か
し
た
り
、
頭
を
使
う

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
意
識

し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
と
人
を
結
ぶ
カ
フ
ェ

　　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
地
域
の

人
に
と
っ
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
で
、認
知
症
に
限
ら
ず
、

介
護
や
医
療
に
関
す
る
様
々
な

相
談
が
で
き
る
「
地
域
の
集
い

の
場
」
で
す
。
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
な
ど
が
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の

思
い
を
発
信
で
き
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

チ
ー
ム
全
体
で
認
知
症
を
支
援

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

認
知
症
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、

今
年
の
４
月
か
ら
は
「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
、
認
知
症
の
人
や
ご
家

族
を
支
援
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
職
員
が
ご
自
宅

へ
伺
っ
て
聞
き
取
り
し
、
医

師
、
作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉

士
、
保
健
師
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
で
今
後
の
対
策
を
検

討
し
ま
す
。
病
院
や
認
知
症
カ

フ
ェ
の
紹
介
、
介
護
予
防
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
生
市
旭
１
丁
目
６
‐
28

　
（
総
合
福
祉
会
館
２
階
）

　

☎
㉓
７
２
６
０

誰もが参加できるカフェ
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市にあるカフェをご紹介

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
雰
囲
気
作
り
を
目
指
し
た
い

介
護
支
援
あ
い
～
彩
り
の
時
間
～

こ
す
も
す
倶
楽
部
職
員
が
親
身
に
対
応

夢
来
タ
イ
ム

空間を演出
がふれあう大切な場所－

日時：毎月第２金曜　　

　　　10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 15:30

場所：介護支援あい　相生市那波大浜町7-3

参加費：内容により実費あり（茶菓子無料）

問合せ：0791-23-0805

日時：毎月第４月曜　13:30 ～ 15:00

場所：キッチン夢来　

　　　相生市赤坂１丁目4-26

参加費：飲食代等実費

問合せ：0791-22-5400

介
護
福
祉
士
や
看
護
師
な
ど
専
門
職
の
対
応
が
魅
力

天
馬
の
「
憩
い
」
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

日時：毎月第１水曜　　9:30 ～ 11:30

場所：半田中央病院西館１階コミュニティ  

      ホール　相生市旭３丁目2-18

参加費：無料

問合せ：0791-22-0656

カイロプラクティックの様子

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
や
歌
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
書
道
な
ど

毎
月
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
だ

け
で
な
く
、
も
の
忘
れ
外
来

や
他
病
院
へ
の
紹
介
、
介
護

制
度
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

　

こ
の
日
は
、
認
知
症
予
防
の
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
で
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
体
の
悩

み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。
個
別
の
相
談
な
ど

も
行
っ
て
お
り
、
こ
す
も
す
倶
楽
部
の
山や
ま
だ田

景け
い
こ子
さ
ん
は
、「
福
祉
や
介
護
の
お
悩
み
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

病
院
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

言
語
聴
覚
士
で
リ
ハ
ビ
リ
副

室
長
の
工く
ど
う藤
知と
も
は
る治
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
続
け
、
さ
ら
に
普
段

と
違
う
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が

認
知
症
予
防
に

は
大
切
で
す
」

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

書道など普段はやらないことをすることが大切

　

元
々
は
、
介
護
用
品

の
お
店
で
す
が
、
４
月

か
ら
カ
フ
ェ
と
し
て
も

月
１
回
オ
ー
プ
ン
し
、

押
し
花
や
百
歳
体
操
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
福

祉
用
品
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

も
あ
る
矢や

の野
み
ゆ
き
さ

ん
は
、「
こ
こ
で
横
の
つ

な
が
り
を
作
っ
て
楽
し

く
１
日
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
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しい笑顔の楽－認知症の人や家族、地域住民

日時：毎月第３木曜　　

　　　10:00 ～ 12:00、14:00 ～ 16:00

場所：キッチンにこにこ２階　

　　　相生市旭４丁目11-18

参加費：実費　　問合せ：0791-23-7890

ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ

参
加
者
が
講
師
と
な
り
、
役
立
つ
講
座
を
開
催

「
ふ
れ
愛
」
カ
フ
ェ

　

準
備
体
操
か
ら
介
護
予
防

の
体
操
、
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ

ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
と
は
、
２
つ

の
こ
と
を
同
時
に
行
っ
た

り
、
左
右
違
う
こ
と
を
す
る

な
ど
普
段
慣
れ
な
い
動
き
を

す
る
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

他
に
も
、
読
み
聞
か
せ
や

大
正
琴
の
練
習
な
ど
、
経
験

の
あ
る
参
加
者
を
講
師
と
し

て
参
加
者
全
員
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
を
運
営

す
る
片か
た
お
か岡
昭あ
き
こ子
さ
ん
は
、「
参

加
さ
れ
る
方
が
来
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

工
夫
し
て
楽
し

い
カ
フ
ェ
に
し

た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

シナプソロジーの様子（声に合わせてグーチョキパーを組み替え）

き
ず
な
カ
フ
ェ
　
グ
リ
ー
ン

地
域
の
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
和
や
か
な
カ
フ
ェ

日時：毎月第４日曜　　

      10:00 ～ 11:30

場所：入野グリーン１階

　　　（グリーングラス）

相生市若狭野町入野 544-1

参加費：無料（茶菓付き）

問合せ：0791-28-0085

地域交流会に参加したみなさん

　

市
内
５
カ
所
の
中
で
最
初
に

開
設
さ
れ
、
９
月
で
２
年
が
経

ち
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
し
た
り
、
み
ん
な

で
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
他
の
カ
フ
ェ
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な

ど
、
相
互
に
連
携
を
取
っ
て

お
り
、
８
月
に
は
、
看
護
専

門
学
生
に
よ
る
劇
の
披
露
や

魚
橋
病
院
の
作
業
療
法
士
を

講
師
と
す
る
体
操
講
座
、
昼

食
会
な
ど
約
80
人
が
参
加
し

た
地
域
交
流
会
が
あ
り
ま
し

た
。
入
野
グ
リ
ー
ン
の
山や
ま
も
と本

礼れ
い
こ子
さ
ん
は
、「
ご
家
族
や
地

域
の
方
が
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
る
カ
フ
ェ

を
目
指
し
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
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City topics

問
市
民
課
市
民
係　

☎
㉓
７
１
２
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は

　

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
に

付
番
さ
れ
た
12
桁
の
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）と
、住
所
・
氏
名
・
性
別
・

顔
写
真
が
付
い
た
IC
カ
ー
ド
で
、
電

子
申
告
や
、
本
人
確
認
の
た
め
の
身

分
証
明
書
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
当
分
の
間
は
無
料
で
交
付
で
き
ま

す
が
、再
交
付
の
場
合
は
有
料
で
す
。

■
申
請
方
法

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

（
緑
色
の
紙
の
カ
ー
ド
）
と
と
も
に

送
付
さ
れ
て
い
る
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
顔
写
真
（
縦
4
・
5
㎝
×
横

３
・
５
㎝
）
を
貼
り
、
同
封
さ
れ
て

い
る
「
返
信
用
封
筒
」（
切
手
不
要
）

に
入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
民

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
返
信
用
封
筒
が
な
い
場
合
は
、

〒
２
１
９
‐
８
６
５
０　

日
本
郵
便

株
式
会
社　

川
崎
東
郵
便
局　

郵
便

私
書
箱
第
2
号
「
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構　

個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー
」
宛

に
切
手
を
貼
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
受
取
方
法　

　

案
内
は
が
き
を
送
り
ま
す
の
で
、

裏
面
に
住
所
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

こ
の
は
が
き
と
通
知
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
も
の
は
一
点
、
顔
写
真

が
付
い
て
い
な
い
も
の
は
二
点
）
を

持
っ
て
、
市
民
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
た

だ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封

さ
れ
て
い
た
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
、
市
民
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
㈪
ま
で
は
有
害
鳥
獣
捕

獲
期
間
で
す
。

　

期
間
中
、
山
間
部
で
は
、
狩
猟
者

も
入
山
者
も
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
、
狩
猟
に
よ
る
事
故
の
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
無
用
の
入
山
は
控
え
る
。

◎
入
山
時
に
は
明
る
い
色
の
服
装

で
。
白
タ
オ
ル
は
鹿
と
間
違
わ
れ
や

す
い
の
で
注
意
を
。

◎
複
数
で
入
山
し
、
会
話
な
ど
で
存

在
を
知
ら
せ
る
。

　

9
月
15
日
現
在
で
喜
寿
（
77
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
人
（
昭
和
13
年
9
月

17
日
～
昭
和
14
年
9
月
16
日
生
ま
れ

の
人
）
に
、
敬
老
祝
金
1
万
円
を
9

月
15
日
㈭
に
贈
呈
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
贈
呈
場
所
、
時
間

な
ど
を
記
載
し
た
案
内
書
を
9
月
上

旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
課
管
理
係　

☎
㉓
７
１
３
１

相
生
市
営
墓
園
の
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
期
間
を
定
め
て
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
9
月
15
日
㈭
よ

り
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。同
日
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
貸
付
条
件
な
ど

に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
健
康
介
護
課
長
寿
介
護
係　

☎
㉒
７
１
２
４

敬
老
祝
金
（
人
生
こ
れ
か
ら
手
当
）
を
贈
呈
し
ま
す

問
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係　

☎
㉓
７
１
５
６

有
害
鳥
獣
捕
獲
期
間
中
の
事
故
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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問
相
生
市
観
光
協
会　

☎
㉒
７
１
７
７

か
が
し
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
者
大
募
集
!!

問
建
設
管
理
課
建
設
総
務
係　

☎
㉓
７
１
３
４

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
お
よ
び
「
公

有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
を
す
る
場
合
は
、
市
へ
届

出
が
必
要
で
す
。

■
契
約
締
結
前

　

次
の
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る

日
の
3
週
間
前
ま
で
に
市
へ
届
出

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

○
都
市
計
画
区
域
内
の
都
市
計
画
施

設
の
区
域
内
な
ど
の
土
地
…
２
０
０

㎡
以
上

　

こ
の
調
査
で
は
、
国
民
の
生
活
時

間
の
使
い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状

況
を
調
べ
、
社
会
や
暮
ら
し
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

市
内
の
一
部
（
大
石
町
1
番
～
6

番
お
よ
び
竜
泉
町
北
部
）を
対
象
に
、

9
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

○
上
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
の

土
地
で
市
街
化
区
域
内
の
土
地
…

５
，
０
０
０
㎡
以
上

■
契
約
締
結
後

　

次
の
土
地
を
購
入
し
た
日
（
契
約

日
）
か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
出

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

○
市
街
化
区
域
…
２
，
０
０
０
㎡
以
上

○
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
…
５
，
０
０
０
㎡
以
上

問
企
画
広
報
課
情
報
化
推
進
係　

☎
㉓
７
１
５
０
／

問
兵
庫
県
統
計
課
人
口
統
計
班　

☎
０
７
８

−

３
６
２

−

４
１
２
７

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

11
月
12
日
㈯
～
20
日
㈰
に
開
催
の

「
も
み
じ
ま
つ
り
か
が
し
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
展
示
す
る
手
作
り
か
が
し
を

募
集
し
ま
す
。

■
申
込　

10
月
21
日
㈮
17
時
ま
で
に

申
込
書
を
観
光
協
会
へ
提
出

※
申
込
書
の
内
容
を
も
と
に
、
設
置

場
所
の
区
割
り
を
し
ま
す
。

■
搬
入
・
搬
出　

出
品
者
各
自
で
、

11
月
3
日
㈭
か
ら
11
月
9
日
㈬
の
間

に
現
地
へ
搬
入
し
、
11
月
21
日
㈪
以

降
に
撤
去
・
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
末
ま
で
市
内
公
共
施
設
な
ど

に
引
き
続
き
展
示
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
審
査　

11
月
10
日
㈭

■
表
彰　

11
月
13
日
㈰

※
賞
状
お
よ
び
賞
品
は
、
会
場
内
本

部
テ
ン
ト
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
各
賞　

個
人
の
部
、団
体
の
部（
保

育
所
・
幼
稚
園
、事
業
所
、小
学
校
・

中
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、グ
ル
ー
プ
、フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
）
に
分
け
、
左
表
の
賞

を
表
彰
し
ま
す
。

賞 賞　品

かがし大賞 10万円（個人・団体各1）

市長賞・観光協会長賞 3万円（個人・団体各1）

県民局長賞・議長賞 2万円（個人・団体各1）

優秀賞 1万5千円（若干）

審査委員特別賞 1万円（若干）

入選 5千円（若干）

その他特別賞 相生牡蠣セット、ペア
旅行券など（若干）

昨年度団体の部大賞作品
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アイアイコール事業

　ひとり暮らしの高齢者および身体障害者の人が、
家庭内で緊急事態が発生した場合にボタンひとつで
受信センター（あんしんセンター）へ連絡ができ、
速やかに対象者の救護を図ることができる緊急通報
機器を貸与します。
■対象　概ね65歳以上の援護を要するひとり暮らし

高齢者および高齢者のみの世帯、もしくは身体障
害者1・2級に該当する人のみの世帯
■申請方法　健康介護課に申請書（印鑑必要）を提

出。申請者は、2人以上の緊急補助員（承諾書）
の提出が必要。状況確認などを行ったうえ、後日、
貸与の可否を決定し、郵送で通知。
■設置費用　12,960円（市民税課税世帯のみ）

家族介護用品支給事業

　高齢者を在宅で介護されている家族に介護用品の
支給を行っています。
■対象　市内に住所があり、在宅の65歳以上の寝た

きりなどの人を介護している人で次の①②の要件
を満たす人。①寝たきりなどの人が要介護4相当
以上であること。②本人および家族が市民税非課
税であること
■用品の種目　紙おむつ、尿取りパッド、使い捨て

手袋、清拭剤
■支給限度額　年額10万円以内（支給期間が12月に

満たないときは、支給月数×8,340円が限度額にな
ります。）
■支給方法　申請後、支給の可否を決定し郵送で通

知します。支給の場合は、給付券を交付しますの
で、介護用品取扱の事業者に提出してください。

高齢者日常生活用具給付等事業

　高齢者が日常生活を安全・安心に暮らせるよう電
磁調理器などを給付しています。
■対象　65歳以上の市民税非課税で一人暮らしの人、

もしくは高齢者のみの世帯で、特に防火などの配
慮が必要な人
■給付の種目　①自動消火器　②電磁調理器
■支給限度額　①26,000円　②16,000円（支給限度

額を超える額は自己負担となります。）
■支給方法　申請後、支給の可否を決定し郵送で通

知します。支給の場合は、給付券を交付しますの
で、用具取扱の事業者に提出してください。

さまざまな事業を実施していますので、ご利用ください。

問健康介護課長寿介護係　☎㉒7124

お元気コール事業

　ひとり暮らしの高齢者の人に、週に一度、委託業者
（あんしんセンター）のオペレーターが電話をし、お

元気かどうか確認します。オペレーターは看護師など
が務めていますので、健康相談もしていただけます。
■対象　75歳以上の在宅でひとり暮らしの人
■申請方法　健康介護課に申請書（印鑑必要）を提出。

（体調不良時の連絡先2人必要）状況確認などを行っ
たうえ、後日、利用の可否を決定し、郵送で通知。
■費用　無料

訪問理・美容サービス事業

　加齢に伴う心身機能の低下により、理容所または
美容院を利用することが困難な人に助成をします。
■対象　市内に居住し、介護認定で要介護2以上の人
■申請方法　健康介護課に申請書（印鑑必要）を提

出してください。状況確認などを行ったうえ、後
日、支給の可否を決定し、郵送で通知します。
■助成方法　訪問理・美容1回につき2,000円（出張

費相当分）で年6回を限度としサービス利用券を
お渡しします。

介護マーク普及啓発事業

　介護する人が、介護中であることを周囲に理解し
ていただくため希望する介護者に「介護マーク」を
配布しています。
※HPからダウンロードして
　使用することもできます。
■配布場所　健康介護課
　・社会福祉課・市内居
　宅介護支援事業所

高齢者福祉サービスなどのご案内

City topics

「あいさつは　朝一番の　プレゼント」 82016. 9広報
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　　2016 相生ペーロン祭
　　　写真コンテスト入賞者が決定しました

問地域振興課商工観光係　☎㉓7133

　平成28年度相生ペーロン祭写真コンテストに応募のあった123人514作品の中から、部門ごとに優秀
作品が選出されました。各部門の受賞作品は次のとおりです。受賞作品はホームページをご覧ください。

（ http://www.city.aioi.lg.jp/soshiki/chiikishinko/2016picturecontest.html ）

題　名 氏　名
推薦 激戦 斎寺義則
特選 先行のターン 竹下雅道

準特選 女性パワー 小原雅純
〃 全力疾漕 高取宏樹

入選 天白神昇龍 大西一成
〃 一致団結 岡田義樹
〃 乱れぬ背中 木原聡
〃 光の中から 松崎純治
〃 「接戦」 松本美枝子

題　名 氏　名
推薦 水のキャンバス 前川英治
特選 青い水中花 矢野博之

準特選 天空を見つめる 浅野三雄
〃 相生を照らす灯（あかり） 三宅拓也

入選 大輪の海 荒木貞夫
〃 相生湾に咲く 木原聡
〃 煌く初夏の彩 堀内勇
〃 乱火の華 溝口和己
〃 水中花火と競演 八島正明

題　名 氏　名
推薦 みんなで踊ろう 松崎純治
特選 スマイル 山口和幸

準特選 サンバ来演 松下敏和
〃 可愛く遊戯 山口康博

入選 よさこい踊り 北川育男
〃 笑顔を忘れず 高橋一吉
〃 須崎美人 松崎純治
〃 音高らかに 松本高年
〃 街はカーニバル 村上正幸

★第1部　ペーロン競漕（敬称略）

★第2部　前夜祭海上花火大会（敬称略）

★第3部　陸上パレード（敬称略）
【第3部陸上パレード　推薦】

【第2部前夜祭海上花火大会　推薦】

【第1部ペーロン競漕　推薦】
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広報カメラマンフォト日記

相生の基盤を築いたもの
7月21日から8月1日にかけて、「播磨造船所と相
生の近代化」をテーマに、相生の産業基盤であ
る造船の成り立ちを紹介するパネルなどが展示
されました。また、7月31日には、鈴木商店が相
生に進出して100年が経過することを記念して、
鈴木薄荷株式会社の髙

たかはた

畑新
しんいち

一さんによる講演会
も行われました。

小さな警察官が啓発
8月2日に、マックスバリュ相生南店で警察官の制服
を着た双葉・那波・中央小学校3 ～ 6年生の「キッズ
交通保安官」が交通安全を呼びかけました。県の交
通安全対策委員会から任命された8人のうちの1人で
ある那波小学校５年生の古

ふるはし

橋芽
め い

依さんは、「地域の人
が笑顔で交通安全グッズを受け取ってくれた。役に
立てて嬉しかった」と笑顔を見せてくれました。

異文化を経験する貴重な体験
7月21日からと8月3日からそれぞれ２泊３日で、「げん
キッズイングリッシュキャンプ」が羅漢の里で実施さ
れ、計85人が参加しました。英語に親しみ、コミュニ
ケーション能力を高める目的で今回9回目。双葉小学
校6年生の白

し ら い

井しずくさんは、「英語の発音が面白くて、
外国の人の話も楽しかった。みんなで協力して生活す
るのはいい経験でした」と満面の笑みでした。

命の大切さを学ぶ
夏休み恒例の社協主催「ジュニアボランティアスクー
ル」があり、市内小学4年生から6年生の15人が、災
害時にも活かせるロープの結び方や野島断層保存館、
神戸新聞社の見学など３日間のプログラムを体験し
ました。矢野小学校4年生の相

あいはら

原美
み な み

南さんは、「震災当
時の大変さを学ぶことができた。普段からの備えの
大切さも勉強しました」と話してくれました。

防災士がキッチンペーパーマスクの作り方を説明

「あいさつで　絆深まる　地域の輪」 102016. 9広報



笑顔がつながるように
～ファミサポ20周年記念～

8月3日に、総合福祉会館で「相生市ファミリー
サポートセンター設立20周年記念～つながれハ
ッピースマイル！！～」が開催されました。同
センターが、今年度で20周年を迎えたことを記
念したもので、生涯学習サポート兵庫より「え
のちゃん（榎

えのもと

本英
ひ で き

樹さん）」を迎えるなど、約90
人が参加し、親子遊びなどを楽しみました。

県立人と自然の博物館の研究員による、「相生の
自然と生きもの展」が文化会館などであり、バ
ードウォッチングやおわん島の探検など、小学
生らが相生の自然を体験しました。双葉小学校3
年生の谷

たにもと

本陽
よう

くんは、「ウチムラサキ貝とかマガ
キなど、いろいろな貝をとることができて楽し
かった」と嬉しそうでした。

相生の新たな自然を発見

おわん島で採取した貝を選別する子どもたち

7月30日に、文化会館で「食育フェスティバル」が
開催されました。食育クイズラリーやマイ箸づく
り、学校給食の試食や展示などを実施。中央小学
校2年生の鍋

なべしま

島巧
た く み

光くんは、「いろいろな体験や魚釣
りなどのゲームも面白かったので、来年もまた来
たい」と声を弾ませていました。

食で育む元気な相生
～６回目の食を学ぶ機会～
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総合情報案内

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
男
の
え
え
加
減
料
理
の
カ
ッ

コ
よ
さ
」

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉓
７
１
３
０

　

料
理
教
室
を
通
じ
て
家
族
の

時
間
を
充
実
さ
せ
た
い
男
性
を

応
援
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

9
月
22
日
㈭
11
時
30

分
～
13
時

▼
場
所　

文
化
会
館
調
理
室

▼
講
師　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

教
授
石い
し
く
ら蔵
文ふ
み
の
ぶ信
さ
ん

▼
定
員　

先
着
15
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

▼
申
込　

9
月
16
日
㈮
ま
で
に

地
域
振
興
課
へ

花
と
緑
の
協
会

「
緑
化
講
演
会
」
～
わ
が
家
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
作
り
～

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉓
７
１
３
０

▼
日
時　

10
月
5
日
㈬
10
時
～

11
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館

３
０
１
研
修
室

▼
講
師　

但
馬
高
原
植
物
園
植

栽
主
任　

田た
ま
る丸
和か
ず
み美
さ
ん

▼
定
員　

先
着
60
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

へ
電
話
で

親
支
援
講
座「
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
～
完
璧
な
親
な
ん
て
い

な
い
～
」お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

楽
し
く
子
育
て
を
考
え
ま
し
ょ
う

問
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
８
３
１
３

▼
対
象　

平
成
26
年
4
月
2
日

～
平
成
27
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
幼
児
の
保
護
者

▼
日
時　

10
月
6
日
㈭
10
時
～

11
時
45
分

▼
場
所　

子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー

▼
講
師　

姫
路
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
高た
か
た田
智と
も
こ子

さ
ん

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込　

9
月
13
日
㈫
か
ら
30

日
㈮
ま
で
に
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

看
護
専
門
学
校
推
薦
入
学
試
験

問
看
護
専
門
学
校
☎
㉒
７
１
１
０

▼
募
集
学
科　

看
護
学
科
（
看

護
師
3
年
課
程
）

▼
入
学
試
験
・
出
願
資
格

○
推
薦
（
定
員
の
3
割
程
度
）

　

平
成
29
年
3
月
高
等
学
校
を

卒
業
見
込
み
（
評
定
平
均
３
・

５
以
上
）
で
高
等
学
校
長
が
責

任
を
も
っ
て
推
薦
す
る
人
。

○
社
会
人
特
別
推
薦
（
推
薦
入

学
定
員
の
範
囲
内
で
若
干
名
）

　

平
成
28
年
8
月
1
日
以
前
か

ら
引
続
き
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
で
、卒
業
後
西
播
磨
医

療
圏
域
内（
相
生
市
・
赤
穂
市
・

赤
穂
郡
・
た
つ
の
市
・
揖
保

郡
・
宍
粟
市
・
佐
用
郡
）の
医
療

機
関
に
勤
務
す
る
積
極
的
な
意

志
が
あ
り
、合
格
し
た
場
合
は

本
校
に
必
ず
入
学
で
き
る
人
。

▼
定
員　

40
人

▼
修
業
年
限　

3
年

▼
考
査
料　

２
０
，
０
０
０
円

▼
願
書
受
付　

10
月
31
日
㈪
～

11
月
11
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

▼
試
験
科
目　

国
語
総
合
（
古

文
、
漢
文
を
除
く
）、
面
接

▼
試
験
日　

11
月
18
日
㈮

▼
試
験
会
場　

総
合
福
祉
会
館

▼
合
格
発
表　

11
月
29
日
㈫

親
子
体
操
〈
後
期
〉

問
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
８
３
１
３

▼
対
象　

平
成
25
年
4
月
2
日

～
平
成
26
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時　

10
月
18
日
㈫
、
11
月

15
日
㈫
、
12
月
20
日
㈫
、
平
成

29
年
1
月
17
日
㈫
、
2
月
21
日

㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場
所　

子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー

▼
講
師　

長お
さ
か
た方
敏と
し
こ子
さ
ん

▼
定
員　

先
着
30
組

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込　

9
月
13
日
㈫
～
10
月

14
日
㈮
ま
で
に
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
へ

子
育
て
講
座
～
個
性
を
伸
ば
す

た
め
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
～

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
☎
㉓
０
１
５
５

▼
日
時　

9
月
15
日
㈭
10
時
～

12
時
（
受
付
開
始
9
時
40
分
）

▼
場
所　

文
化
会
館
会
議
室
3

▼
講
師　

大
和
大
学
教
育
学
部

准
教
授　

井い
の
う
え上
和か
ず
ひ
さ久
さ
ん

▼
申
込　

前
日
ま
で
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

看
護
専
門
学
校
第
27
回
学
校
祭

問
看
護
専
門
学
校
☎
㉒
７
１
１
０

▼
テ
ー
マ　

夢
と
彩
り
の
相
看

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
（
翔
）
～
☆

▼
内
容　

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

▼
日
時　

10
月
1
日
㈯
10
時
～

15
時

▼
場
所　

看
護
専
門
学
校

看
護
専
門
学
校
戴
帽
式

問
看
護
専
門
学
校
☎
㉒
７
１
１
０

　

看
護
師
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認

め
ら
れ
た
看
護
学
生
が
、
ナ
ー

ス
キ
ャ
ッ
プ
を
戴
く
儀
式
で
あ

る
戴
帽
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
21
日
㈮
10
時
～

12
時

▼
場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
観
覧
希
望
者
は
、
看
護
学
校

へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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information

各
種
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

　

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・

遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
8
月
号

6
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
生
市
戦
没
者
追
悼
式

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

戦
没
者
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
1
日
㈯
10
時

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル

身
体
障
害
者
相
談
員
巡
回
相
談

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
７

　

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

な
ど
の
身
近
な
相
談
者
と
し
て

活
動
し
て
い
る
身
体
障
害
者
相

談
員
が
巡
回
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
申
込
不
要
）

▼
日
時　

9
月
17
日
㈯
10
時
～

○
東
部
公
民
館
：
原
則
第
3
水
曜

○
相
生
公
民
館
：
原
則
第
4
水
曜

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

先
着
各
30
人
程
度

▼
申
込　

9
月
15
日
㈭
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
で
も
可
）

※
前
期
（
5
月
～
9
月
）
の
参

加
者
は
申
込
不
可
。

相
生
市
い
ず
み
会

「
骨
粗
鬆
症
予
防
教
室
」

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

▼
内
容

〇
体
操
指
導
〈
講
師
：
㈳
兵
庫

県
柔
道
整
復
師
会
（
市
内
接
骨

院
医
師
）〉

〇
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
手
作

り
弁
当
の
試
食
と
話

▼
日
時　

10
月
13
日
㈭
12
時
～

14
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
4
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料
金　

５
０
０
円

▼
申
込　

9
月
21
日
㈬
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

高
齢
者
の
予
防
接
種

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

10
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

　

対
象
者
、
実
施
医
療
機
関
な

12
時

▼
場
所　

若
狭
野
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー

教
育
相
談「
相
生
サ
テ
ラ
イ
ト
」

を
開
設
し
ま
す

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
７

　

県
立
赤
穂
特
別
支
援
学
校
の

教
育
相
談
が
相
生
市
で
も
始
ま

り
ま
し
た
。

▼
対
象　

発
達
や
学
習
の
遅
れ

が
気
に
な
る
幼
児
～
高
校
生

▼
日
程　

9
月
15
日
㈭
、
10
月

6
日
㈭
※
以
降
も
毎
月
2
回
木

曜
日
に
開
催

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館

▼
申
込　

赤
穂
特
別
支
援
学
校

☎
㊸
９
２
６
６
へ
電
話
で

介
護
予
防
講
座
（
後
期
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

▼
内
容　

運
動
と
栄
養
や
口

腔
、
認
知
症
の
講
話
な
ど

▼
対
象　

要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人　

▼
日
時
・
場
所　

11
月
～
3
月

（
月
1
回
・
全
5
回
）

9
時
30
分
～
11
時
30
分

○
若
狭
野
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
：
原
則
第
2
水
曜

ど
は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
28

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

▼
費
用　

１
，
５
０
０
円

▼
申
込　

実
施
医
療
機
関
へ
予

約
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
※
実
施
医
療
機
関
以

外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
該
当
者
）

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
実
施
中
！

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

11
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

今
年
度
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性（
無

料
）

★
詳
細
は
、
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

身
近
な
人
が
サ
イ
ン
に
気
付

く
こ
と
が
自
殺
防
止
の
第
一
歩

で
す
。
気
づ
き
、
支
え
合
う
こ

と
で
、
大
切
な
い
の
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。
夜
間
対
応
の
「
兵

庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
７
８
‐
３
８
２

‐
３
５
６
６
」
へ
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
は
「
乳
が
ん
月
間
」
で
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

乳
が
ん
月
間
に
合
わ
せ
て
、

10
月
の
み
日
曜
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
対
象　

40
歳
以
上
の
女
性

▼
費
用　

○
40
～
49
歳
…
１
，
８
０
０
円

○
50
歳
以
上
…
１
，
４
０
０
円

※
相
生
市
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
加
入
者
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
は
無
料

▼
申
込　

左
表
の
医
療
機
関
に

予
約
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
早
め
の
予
約
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

医療機関 実施日時

相生市民病院
☎㉒7126

10月2日㈰
9時～ 17時

半田中央病院
☎㉒0656

10月23日㈰
9時～ 17時

IHI播磨病院
☎㉒0380

10月30日㈰
9時～ 17時
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総合情報案内

定
期
健
診
、
早
期
受
診

★
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
結
核

の
治
療
に
関
す
る
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
の
更
新
申
請

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

　

健
課
☎
㊸
２
３
２
１

　

更
新
手
続
き
の
案
内
は
、
9

月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
10

月
上
旬
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

12
月
31
日
ま
で
有
効

の
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、
平
成

29
年
1
月
1
日
以
降
も
引
き
続

き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す

る
人

▼
受
付
期
間　

10
月
3
日
㈪
～

11
月
30
日
㈬

※
12
月
28
日
ま
で
受
付
可
能
で

す
が
、
新
し
い
受
給
者
証
の
発

送
は
、
1
月
1
日
以
降
と
な
り

ま
す
。

▼
申
請
窓
口　

赤
穂
健
康
福
祉

事
務
所
（
赤
穂
保
健
所
）

※
相
生
市
総
合
福
祉
会
館
で
も

10
月
26
日
㈬
、
11
月
8
日
㈫
に

受
付
し
ま
す
。

市
内
の
史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時　

10
月
28
日
㈮
13
時
市

役
所
玄
関
前
集
合
※
雨
天
中
止

▼
コ
ー
ス　

市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
水
守
亀
之
助
「
小

さ
な
菜
畑
」
文
学
碑
→
大
避
神

社
（
下
土
井
）
→
大
避
山
１
号

墳
→
市
役
所（
帰
着
予
定
16
時
）

※
コ
ー
ス
移
動
は
バ
ス
を
使
用

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
持
参
品　

水
筒　

▼
申
込　

9
月
15
日
㈭
か
ら
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
（
電
話
に
よ

る
受
付
は
、
休
館
日
を
除
く
9

時
30
分
～
15
時
30
分
ま
で
）

9
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防

週
間
で
す

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

　

健
課
☎
㊸
２
３
２
１

　

結
核
の
主
な
症
状
は
咳
、痰
、

微
熱
な
ど
で
す
。
特
に
、
咳
が

2
週
間
以
上
続
く
場
合
は
要
注

意
で
す
。
結
核
を
発
病
し
て
も

一
定
期
間
正
確
に
服
薬
す
れ
ば

治
る
の
で
、
必
ず
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

予
防
接

種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）、
マ
ス
ク
着
用
、

公民館では、市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな講座を開催してい
ます。地域を問わずご参加ください。申し込みは、9月15日㈭から公民館へ。

公民館名 日　時 行　事 定員 内　容

矢野
☎㉙0002

10月19日㈬、11月16日㈬、
12月21日㈬、1月18日㈬、
2月15日㈬13時30分

シニア体操
〈全5回〉

20人
無理をせず、楽しく体を動かしま
しょう。対象：概ね65歳以上

公民館だより

西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促
進

の
つ
ど
い

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路

☎
０
７
９
‐
２
２
２
‐
４
４
３
５

　

障
が
い
者
と
企
業
と
が
一
堂

に
会
す
る
合
同
就
職
面
接
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

障
害
を
お
持
ち
の
人

▼
日
時　

9
月
28
日
㈬
13
時
30

分
～
15
時
30
分

▼
場
所　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
3
階

▼
定
員　

２
０
０
人
程
度

10
月
1
日
～
7
日
は
公
証
週
間

で
す

　
　
　

問
龍
野
公
証
役
場

　
　
　

☎
０
７
９
１
�
１
３
９
３

　

遺
言
や
大
切
な
契
約
を
す
る

と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
公
正
証
書
の
作
成
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
無
料
相
談
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
業
簿
記
講
習
会
（
2
級
）

問
兵
庫
土
建
姫
路
建
築
技
能
専
門

　

学
院

☎
０
７
９
‐
２
９
５
‐
２
３
３
３

　

建
設
業
経
理
事
務
士
試
験
2

級
の
対
策
講
座
で
す
。

▼
内
容　

実
践
的
な
建
設
業
簿

記
（
基
礎
的
な
建
設
業
原
価
計
算

を
含
む
）
の
記
帳
や
決
算
な
ど

▼
対
象　

日
商
簿
記
ま
た
は
建

設
業
簿
記
3
級
程
度
の
知
識
が

あ
る
人

▼
日
時　

10
月
18
日
㈫
～
3
月

8
日
㈬
週
１
回
原
則
火
曜
日

（
2
月
・
3
月
は
水
曜
日
）
13

時
～
17
時

▼
場
所　

姫
路
労
働
会
館

（
2
月
・
3
月
は
姫
路
市
勤
労

市
民
会
館
）

▼
受
講
料　

３
５
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
申
込　

10
月
11
日
㈫
ま
で
に

兵
庫
土
建
姫
路
支
部
事
務
所
へ

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

　
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

10
月
4
日
㈫
13
時
30

分▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階

１
０
１
研
修
室
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相
生
市
文
化
祭

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

☆
「
文
芸
作
品
展
」
作
品

▼
内
容　

詩
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳

▼
規
格　

○
詩
…
Ａ
2
判
程
度
以
下
の
大

き
さ
と
し
、
吊
り
下
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
。
一
人
一
点

○
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
…
短
冊

と
し
、
各
2
点
以
内

▼
申
込　

10
月
1
日
㈯
か
ら
20

日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

▼
展
示
期
間　

11
月
18
日
㈮
～

20
日
㈰
9
時
～
22
時
（
20
日
は

15
時
ま
で
）

▼
展
示
場
所　

文
化
会
館

※
詳
し
く
は
、
相
生
ペ
ン
の
会

高
田
☎
㉓
３
１
３
８
へ
。

※
市
民
文
芸
誌
「
凪
」
寄
稿
者

は
文
芸
作
品
展
会
場
に
て
お
渡

し
し
ま
す
。

※
出
品
者
は
、
最
終
日
11
月
20

日
㈰
の
15
時
以
降
に
引
き
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
「
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
　

　
　
　
　
テ
ィ
バ
ル
」
出
演
者

▼
対
象　

バ
ン
ド
、
弾
き
語
り

な
ど

▼
日
時　

11
月
20
日
㈰
9
時
30

分
～
19
時

▼
場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
申
込　

10
月
30
日
㈰
ま
で

に
Ａ
・
Ｍ
・
Ｓ
事
務
局　

西

角
☎
０
９
０
‐
５
８
９
０
‐

５
９
１
１
へ

自
衛
官
な
ど

問
自
衛
隊
相
生
地
域
事
務
所

☎
㉓
２
７
５
０

▼
種
目　

①
陸
上
自
衛
官
（
看
護
）

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

前
期

③
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

④
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学

科
学
生（
自
衛
官
候
補
看
護
学

生
）

▼
申
込　

募
集
要
項
な
ど
を
自

衛
隊
相
生
地
域
事
務
所
に
請
求

し
、
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
志
願

票
・
受
験
票
を
提
出

※
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

「
子
ど
も
劇
場
」

☆
お
は
な
し
会

▼
内
容　

①
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
「
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ

や
ぎ
」
ほ
か
②
お
は
な
し
「
猿

の
恩
返
し
」ほ
か（
グ
ル
ー
プ
：

あ
い
お
い
お
は
な
し
の
会
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
日
時　

9
月
25
日
㈰
11
時
～

11
時
30
分

▼
場
所　

図
書
館
3
階
①
絵
本

の
へ
や
②
お
は
な
し
の
部
屋

☆
て
じ
な

▼
内
容　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

（
グ
ル
ー
プ
：
マ
ジ
ッ
ク
レ
イ

ン
ボ
ー
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ

び
保
護
者

▼
日
時　

10
月
1
日
㈯
10
時
30

分
～
11
時
30
分

▼
場
所　
図
書
館
3
階
視
聴
覚
室

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
中
級
講
座

▼
対
象　

市
内
学
校
な
ど
で
、

実
際
に
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
人

▼
日
時　

10
月
5
日
㈬
・
26
日

㈬
10
時
30
分
～
12
時

▼
講
師　

上う
え
だ田
由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん

（
翻
訳
家
・
大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
子

ど
も
図
書
室
元
代
表
）

▼
場
所　
図
書
館
3
階
視
聴
覚
室

▼
定
員　

先
着
約
15
人

▼
申
込　

図
書
館
事
務
室
へ

（
電
話
で
も
可
）

ス
ポ
ー
ツ

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者
で
構
成
さ
れ
た
高
校
生
以

上
の
チ
ー
ム

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
員
は
、

投
手
で
の
出
場
は
不
可

※
チ
ー
ム
構
成
は
、
地
域
・
職

域
・
ク
ラ
ブ
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時　

11
月
6
日
㈰
9
時

※
雨
天
中
止

▼
場
所　

相
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

▼
参
加
費　

５
，
０
０
０
円
／

チ
ー
ム

▼
申
込　

10
月
17
日
㈪
17
時
ま

で
に
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
市
民
体
育
館
へ

図
書
館
通
信

募
　
集
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オータムジャンボ宝くじ（新市町村振興宝くじ）
問兵庫県市町村振興協会　☎078-322-1151

　オータムジャンボ宝くじの売上金の約4割は、市や
町の住み良いまちづくりに活用されています。
　売上金は、各都道府県の販売実績などに応じて交
付されますので、ぜひ、兵庫県内の宝くじ売り場で
お買い求めください。

●発売期間　9月26日㈪～ 10月14日㈮
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ふれあいリハフェスタ in 西播磨２０１６
　豊かな自然に包まれた西播磨総合リハビリテーションセンター！

　飲食コーナーや地域の特産品販売コーナーなどの模擬店やキャラクターショーなどの

　ステージプログラム、大抽選会といった楽しい企画満載です。ご来場お待ちしております！

とき：平成２８年９月２２日（木・秋分の日）10：00 〜 16：00

ところ：西播磨総合リハビリテーションセンター（たつの市新宮町光都 1-7-1）

問い合わせ先　地域支援・研修交流課　０７９１－５８－１０５０

住宅名 間取り 戸数 家賃 基本申込資格 戸別申込資格
相生駅南

再開発住宅
（大石町）

3LDK 2戸
57,000円

（別途共益費
3,000円）

①市内に住所または勤務場所のあ
る人

②現に住宅に困っている人
2人以上の世帯

佐方定住促進
住宅

（佐方1丁目:
旧雇用促進住

宅）

3DK 9戸
以内

39,000円
（別途共益費

1,000円）

①市内に定住するための住宅が必
要な人

②入居しようとする家族全員の年
収合計の12分の1が、家賃の3倍
以上（117,000円以上）であるこ
と

2人以上の世帯

那波丘の台
コミュニティ

住宅
（那波南本町）

3LDK 1戸
41,200円

（別途共益費
2,500円）

①市内に住所または勤務場所のあ
る人

②現に住宅に困っている人
2人以上の世帯

市営
西後明住宅
（西後明）

3DK 2戸 14,500円
～ 28,600円

①市内に住所または勤務場所のあ
る人

②現に住宅に困っている人
③ 入 居 し よ う と す る 家 族 全 員 の    

政令月収が、158,000円以下（裁
量階層世帯は、214,000円以下。
子育て世帯、40歳未満の新婚世
帯などは259,000円以下）

2人以上の世帯。
た だ し、60歳 以 上 の
人、身体障害者（1級
～ 4級）および精神障
害者（1級～ 3級）ほか、
一定の条件に該当す
る場合は単身でも申
し込み可

市営
城谷住宅
（竜泉）

3DK 1戸 15,000円
～ 29,600円

県営
相生若狭野

高層住宅
（八洞）

3LDK 4戸 24,800円
～ 57,300円

①県内に住所または勤務場所のあ
る人

②現に住宅に困っている人
③入居しようとする家族全員の政

令月収が、158,000円以下（ただ
し、中学校を卒業するまでの子
どもがいる世帯および合計年齢
が80歳未満で婚姻成立後2年以内
の夫婦世帯は、259,000円以下）

（裁量階層世帯は、214,000円以下）

2人以上の世帯

3LDK 1戸 28,600円
～ 65,700円

3人以上の世帯。
ただし、合計年齢が
80歳未満の夫婦は申
し込み可

【受付】9月20日㈫～ 30日㈮8時30分～ 17時15分（土・日、祝日を除く）
【申込】窓口備え付けの申込用紙に記入し、必要書類を添えて提出。

問建設管理課　☎㉓7134

入居者募集

※応募多数の場合抽選。ただし、定住促進住宅は受付期間終了後も空室がある場合は入居申込を受け付け
　ますが、満室になり次第、募集は終了します。いずれも敷金は、家賃の3か月分必要。申込資格は下記
　以外にもあります。詳しくはお問合わせください。
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　求人情報

預かり保育指導員（パート職員）
■募集人員　1人
■業務内容　市立幼稚園で通常保育終了後の預か

り保育指導に係る業務
■応募資格　幼稚園教諭免許または保育士証を有

する59歳までの人
■任用期間　10月3日～平成29年3月31日（以降、

条件により半年ごとの更新の可能性あり）
■ 勤 務 時 間　月～木曜日13時55分～ 16時55分、

金曜日11時55分～ 16時55分（各学期、園長の
指示などにより、変更になる場合あり）

問管理課　☎㉓7142

※土・日、祝日、創立記念日、長期休業期間中な
どは休み。

■勤務場所　相生幼稚園
■賃　　金　時間給950円
■手　　当　なし
■加入保険　労災保険
■試験内容　面接（試験日は後日連絡）
■応募方法　9月21日㈬までに履歴書（写真貼付）

と幼稚園教諭免許または保育士証の写しを管理
課へ持参　※郵送不可

年齢の起算日は、平成28年4月1日とします。
申込受付は、土・日、祝日を除く8時30分～ 17時15分です。

問保健センター　☎㉒7168

　幅広い年齢の層の人が取り組める「い
きいき百歳体操」は、8月末時点で市内
35グループへと活動拠点が拡大中です。
　誰でも参加できる、身近な場所で出
来るということが最大の利点です。
　自分自身の健康のため、まずは3カ月
間取り組んでみませんか？
　お友達、近隣・地域の人と一緒にグ
ループで取り組みましょう。
　興味のある人は「体験講座」で実際
に体操を体験してみてください。
　受講対象は4人以上のグループとさせ
ていただきます。
　お気軽に保健センターまで問い合わ
せください。

■活動グループ紹介
　体操開始から1年半経過したグループの人々の声を
お届けします。

いきいき（池之内地区）

いきいき公会堂（古池地区）

・1週間のメリハリができ、
楽しみが増えた。

・今まで話したことのない
人とも話すようになった。

・足がしっかりしてきたよ
うに思う。筋肉をつけて、
転ばないようにしたい。

・普段の動きと同じような動きがあり、難しいと思うことはない。
・個人ではなかなか取り組めないが、集まると意欲が湧いて大変良い。
・人の中に出ていくことは大切なので、楽しんで体操に参加している。

いきいき百歳体操を
始めませんか？
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死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所
7/29 大

おおにし

西　操
みさお

89 大谷町
8/1 山

やました

下　はま子
こ

87 古池1丁目
8/2 水

みずもと

本　善
よし き

樹 70 向陽台
8/6 大

おおみち

道　文
ふみ こ

子 76 矢野町小河
8/6 小

お の

野　芳
よしゆき

幸 80 若狭野町入野
8/7 表

おもてだに

谷　たけ子
こ

93 古池本町
8/7 髙

たか み

見　ヨシヱ 88 旭5丁目
8/9 宮

みやもと

本　政
まさ み

美 94 本郷町
8/11 横

よこ た

田　倭
やまと

91 佐方3丁目
8/13 竹

たけひら

平　美
み よ の

代野 96 矢野町真広
8/15 山

やました

下　イミ子
こ

68 川原町
8/19 日

ひ わ だ

和田　貢
みつぎ

88 那波西本町
8/20 小

こに し

西　一
かずこ

子 90 山手2丁目
8/20 薮

やぶなか

中　幸
ゆき み

美 80 川原町
8/20 山

やました

下　千
ち よ こ

代子 79 野瀬
8/21 藤

ふじわら

原　正
ただし

87 相生2丁目

おくやみ ご冥福をお祈りします

休日診療当番医（在宅当番医制）

9月

18日㈰ 尾崎内科クリニック ☎㉔7070

19日㈪ みどりクリニック ☎�6330

22日㈭ 半田中央病院 ☎㉒0656

25日㈰ 半田クリニック ☎㉒0068

10月

2日㈰ 瞳クリニック ☎㉓7837

9日㈰ しんりゅうクリニック ☎�6287

10日㈪ 相生市民病院 ☎㉒7126

（注）９時から17時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

9月
11 ～ 20日 ㈲小林水道工業所

夜　☎㉒0223
昼　☎㉒0041

21 ～ 30日 ﾃﾗﾓﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ㈱
夜　☎㉕1312
昼　☎㉔0066

10月
1 ～ 10日 ㈱山陽設備工業所

夜　☎㉘0360
昼　☎㉘0360

11 ～ 20日 赤松設備工業㈱
夜　☎㉓4121
昼　☎㉓4121

秋の全国交通安全運動
問西播磨県民局　☎�2341

　9月21日㈬～ 30日㈮は、秋の全国交通安全運動期間で
す。兵庫県の交通事故死者数は、平成28年7月末現在で
全国ワースト7位となっています。
　相手を思いやる心と正しい交通マナーで、交通事故の
ない魅力あるまちを一緒に目指しましょう。

健康　  情報
問保健センター　☎㉒7168

得

筋トレが健康寿命を
のばす！保健師T.S

得

健康に関する
お　 情報を
ご紹介！！

　人の筋肉量は、何もしなければ、年に約1％の割
合で減っていきます。20代のときに比べて60代では
筋肉量は40％に減ってしまうことになります。筋肉
の大黒柱である上半身と下半身をつなぐ大腰筋を鍛
えることで、いつまでも自分の足で立って、歩いて
動ける健康寿命をのばしましょう。筋肉は、鍛えれ
ば何歳からでも増やすことができます。
　いつでもどこでも気軽にできる「ながら筋トレ」
をコツコツと続けて貯筋をしましょう。

県警なんでも電話相談＃9110
問相生警察署　☎㉒0110

　犯罪被害の未然防止など生活の安全に関する相談に応
じます。※事件事故など緊急の場合は110番へ。
○プッシュ回線契約電話、プッシュ式公衆電話、携帯電
　話、PHS→☎ ＃ 9110
○上記以外の回線、072 局番および06局番の一部固定電
　話、一部のIP 電話→☎（078）361-2110

　★ながら筋トレの紹介★
　　○スクワット
　　○座って膝伸ばし
　　○座って太もも上げ
　　○片足立ち
　　○大股歩き
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information

くらしの相談

相生市那波大浜町 44-20 ℡ 0791-22-2806

相生市陸本

キッチン

お菓子・和洋

楽しいイベント

本町 15-29 

－地域のお客様との fa

ンスタジオハリマ 
洋食のお料理教室を毎月開催。

トを企画して皆様をお待ちしてい

ＬＰガスのご用命から、灯油

のご相談まで、あらゆる生活

ace to face を大切に－ 

います。 

油・石油機器、住宅リフォーム

活のニーズにおこたえします。 

予：要予約
相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 9月21日㈬
13:30 ～ 15:00

総合
福祉会館 　総務課　

☎㉓7126
人権相談 10月12日㈬

10:00 ～ 12:00
総合

福祉会館
弁護士による消費生活
相談予

9月26日㈪
9:30 ～ 11:30

市役所
3号館

地域振興課
☎㉓7130女性のための相談室予 10月4日㈫

13:00 ～ 16:00
旧市民

会館

消費生活相談 毎週月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市役所
3号館

知的障害者相談 9月15日㈭
9:30 ～ 12:00

総合
福祉会館

社会福祉課
☎㉒7167身体障害者相談 10月2日㈰

10:00 ～ 12:00

精神障害者相談 10月8日㈯
13:30 ～ 15:30

もの忘れ相談 9月23日㈮
13:30 ～ 15:30

総合
福祉会館

地域包括
支援センター

☎㉓7260

農地相談予 10月11日㈫
13:30 ～ 15:30

農業委員会
☎㉓7140

あいおいっ子悩み相談
予

9月23日㈮
10月14日㈮
13:00 ～ 16:00 少年育成センター

☎㉓5070
教育相談 毎週 ㈫・㈭

13:00 ～ 16:00

弁護士による法律相談
予

9月17日㈯
10月1日㈯
9:00 ～ 12:00

総合
福祉会館

社会福祉協議会
☎㉓2666

ふれあい心配事相談

9月26日㈪
13:30 ～ 16:00

西部
公民館

10月11日㈫
13:30 ～ 16:00

総合
福祉会館

エイズ・肝炎相談予
9月20日㈫
10月4日㈫
13:20 ～ 15:00 赤穂健康福祉事務所

☎㊸2321
栄養相談予 10月14日㈮

9:30 ～ 11:30
社会保険・労働・助成
金相談予

9月15日㈭
13:00 ～ 16:00

商工会議所
☎㉒1234

税務相談予 9月20日㈫
13:00 ～ 16:00

融資相談予 10月7日㈮
13:00 ～ 16:00新規創業相談予

問保健センター　☎㉒7168
乳幼児健診のお知らせ

※詳しくは、市民カレンダー 25ページをご
　覧ください。

・4か月児健康診査
　（H28年4月・5月生）
　9月27日㈫13:00 ～ 14:00受付

市税などの納期限のお知らせ
問徴収対策室　☎㉓7152

納期限：9月30日㈮
※国保税を口座振替で納付していた人で、　
　新たに後期高齢者医療保険の対象（75歳）
　となった人は、再度、申し込みが必要です。
※口座振替の人は、残高確認を！

・国民健康保険税（3期）
・後期高齢者医療保険料（3期）

交番（駐在）別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 26 0 34
那 波 野 12 0 16
中 央 通 33 0 44
丘 の 台 13 0 13
若 狭 野 23 1 32
矢 野 6 0 8

合計 113 1 147

人身交通事故発生件数（7月末累計）
問相生警察署　☎㉒0110

編 集

後 記

　今月は、認知症カフェに関
する特集です。地域の希薄化
が話題となるなかで、地域の

人が気軽に集まって情報交換や交流を
し、地域力を高める場所を作るというこ
とは、認知症という枠を超えて、これか
らの地域には必要不可欠になる取り組み
であると思います。
　表紙は、赤坂にある「夢来タイム」で
撮影し、喫茶店のマスターと奥さんに
も加わっていただきました。和やかな雰
囲気のなかで、飲み物をいただきながら
こすもす倶楽部の方が対応して下さいま
す。安らぎの場所へぜひお越し下さい。
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ヘアメイクアーティストになりたい

陰
かげひら

平 友
ゆ き な

紀菜さん（若狭野小6年）

　私の将来の夢は、ヘアメイクアーティストになることです。
三年生の中ごろに、いとこのお母さんがいとこのかみをくくって
いた時、いとこがうれしそうに笑っていたのを見て、人を笑顔に
するっていいなと思ったからです。
　この夢をかなえるために、私は最近よく、友達のかみをくくっ
たり、妹のかみをあんだりして練習しています。仕上がりを鏡で
見てもらうと、みんなとても喜んでくれます。みんなの様子を見
ていると、私もうれしい気持ちになります。もし、夢がかなった
ら一番初めにいつも励ましてくれる家族や友達を素敵にへアアレ
ンジして、喜んでもらいたいなと思っています。
　このように、いろいろな人を笑顔にできるヘアメイクアーティ
ストに、ぜひなりたいです。

●広報あいおいは再生紙を使用しています。

あいおいえんじぇるず

あきらくん（Ｈ27.6.21生）

岩
いわきり

切さん（赤坂1丁目）

『いつもにこにこ♪いっぱい食べて、
元気に大きくなってね！』

にかちゃん（Ｈ25.9.24生）

中
なかたに

谷さん（那波野１丁目）

『元気にすくすく育ってね♪』

概ね3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、保
護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれかの
方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

My Dream

2016
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☆★☆ おすすめの児童書 ☆★☆

ロバのシルベスターとまほうのこいし

願いがかなう石を拾った子どもロバのシ
ルベスターは、家に帰る途中ライオンに
出会います。襲われないよう岩になりた
いと慌てて願ったのですが…。

ウィリアム・スタイグ／作

市の人口・世帯数
＜平成28年7月末現在＞

　　　　　　　　　（　）は先月比

●世帯数　13,382世帯（±0）
●人　口　30,263人（-12）　
　　  男　14,617人（-16）
　　  女　15,646人（+4）

　　出生14人　死亡22人
　　転入58人　転出62人
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